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浮世風呂 梅暦
男性 女性 男性 女性

系  401  (84.9)  296 (73.3)   86  (78.2)   61 (62.9)
系    1   (0.2)  (0.2)     1  (0.9)    0  (0.0)

系    0   (0.0)  (0.2)     0  (0.0)   10 (10.3)

系    0   (0.0)    0  (0.0)     0  (0.0)    3  (3.0)

系    7   (1.5)   80 (19.8)     4  (3.6)   14 (14.4)

系   45   (9.5) 17  (4.2) 2  (1.8) 1  (1.0)

7   (1.5) 1  (0.5) 3  (2.7)    1  (1.0)
系    3   (0.6)  2  (0.5)  0  (0.0)    0  (0.0)

   1   (0.2)  6  (1.5) 14 (12.7)    2  (2.1)

( )    0   (0.0)    0  (0.0)     0  (0.0)    4  (4.1)

   0   (0.0)    0  (0.0)     0  (0.0)    1  (1.0)

   0   (0.0)    0  (0.0)     0  (0.0)    2  (2.1)

6   (1.3)    0  (0.0)     0  (0.0)    0  (0.0)

1   (0.2)    0  (0.0)     0 (0.0)    0  (0.0)

 472  *(100)  404 (100)  110  (100)   99 (100)

 * (  ) .

< 1> 兩 作品 
. 

. 60% 

. 拙稿1)

.

.

< 2>

 1) 江戸語 断定表現 男女差ー断定 助動詞 終助詞 連接
日本学研究 第 30輯
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系        作品 浮世風呂 梅暦
男性 女性 男性 女性

  0   1   0   0
  0   0   1   0
  1   0   0   0
  1   1   1   0
  2   0   0   0
  1   0   0   0
  1   0   0   0
  4   0   0   0

系 浮世 話 手=男性 聞 手 社会的関係 使用数
八 仲間 対等  1

 1
話 手=女性

独言  1
 1

梅暦 話 手=男性
丹次郎 長 上 下  1

 1

< 3> .

(1) 事 、越後 山家 五六十日 泊 居
、 斯 、霜月下旬 。(浮

世.250.14. →仲間)

(2) 世 残 惜 。 怜野集 返
申 。(浮世.220.15. 子 独言)   

(3) 。何 著述 。
世 残 惜 。(浮世.220.13. 子→

子) 

(4) 所 。(梅暦.83.10.丹次郎
長)
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口語 文章
語 .

連語

.

語史 山本正秀 沿革
論考 ,  山本正秀

 

、中世 変化 生 、
語形 早 成立 見 、中世末 、

近世口語 、何 改 感 、殊
終止 場合、 代 普通
用 。湯沢博士 近世語 研究書 見

、町人文芸 、 然 一 飲 （武道達者）
京 天神 難破 事 （夕霧七年忌） 、

大半 講義（平田講本 ） 世界 伝統的
使 、 終止
丁寧体 ( ) 用 、 用

。(中略)

江戸時代 、........ 一般世人 口頭 離 、次第
口語 影 潛 行 。上方江戸 文芸物 通

、此語 極 希有 、殊 後期江戸語 好個 口語資料
洒落本等 殆 見付 事 近世物 研究者 一様 聞

。2)

湯沢幸吉郎 徳川時代 言語研究 , 国語史近世篇, 江戸言
葉 研究

.

 2) 暦 国 学
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系 浮世風呂 梅暦
男性 女性 男性 女性
  0   0   0   1
  0   0   0   2

  0   0   0   2

  0   0   0   1

( )   0   1   0   6

  0   0   0   1

  0   0   0   1
  0   1   0  14

浮世 話 手=女性 聞 手 社会的関係 使用数
舌 対等  1

梅暦 話 手=女性 聞 手 社会的関係 使用数
長 下 上  1

米八 丹次郎 下 上  2

. 

. 

, 

. (2)

, (3)

. 

   



780  비교문화연구 제25집 (2011. 12.)

長 此糸 下 上  1

米八 女性同士 対等  1

米八 丹次郎 下 上  1

( )
長

丹次郎 下 上  4

由 下 上  1

杉 芸者 下 上  1

長 丹次郎 下 上  1

由 藤兵衞 下 上  1

14

(5) 、 。
(浮世.141.10. →舌)

(6) 今日 朝参 、 尋 思 、十五日 楽
、出 来 。(梅暦.49.8.米八→

丹次郎）
(7) 長 ゝ 、

苦労 、間抜 行留 。(梅
暦.56.11.米八→丹次郎）

(8) 。知 。
(梅暦.65.9. 長→此糸)

. 

,  中村通夫氏 、
  

文献 使用率 口頭語 反映
、当時 言葉 使用度 行

見 差 支 。若者 遊女 茶屋女
人々 言葉 特徴的 現 、女髪結 町家 女

例 、一 二散見 、主 遊里 言葉 紹介
。3)



근세후기 에도어에 나타나는 断定表現의 樣相  781

系 作品 浮世 梅暦  
男性 女性 男性 女性
  0   0   0    1
  0   0   0    1

   2

梅暦 話 手 女性 聞 手 社会的関係 使用数
此糸 八 対等   1 

民 八 対等   1

  2

.

系 浮世風呂
, 梅暦 14 梅暦

遊女 人情本
.  < >

80% <下 上> 

< .5> .  

 

(9) 矢義 城 所 居 有

(梅暦.231.16.此糸 八
(10) 嬉

(梅暦.230.8 民 八)

助動詞 日本国語大辞典 .4)

 3) , 国 学研 , 1941
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系 浮世風呂  梅 暦
男性 女性 男性 女性
  3   0     0      0
  0   1   0   0

  3   1   0   0

浮世 話 手=男性 聞 手 社会的関係 使用数
生酔 下 上   3

話 手 女性 聞 手 社会的関係 使用数
人柄 上 下 1

1

   

近世、江戸 遊里語。丁寧語。 。（中略）明和（一七六
四～七二）頃、江戸 吉原 遊女 発生 、後
用 、岡場所 女郎 用 。

梅暦
遊女 .

(11) 此頃 親類 病人 。（浮世.65.13.隠居→

医者）
(12) 懐胎 女 腹 大 、食 食 居 道理

。
(浮世.100.3.柿 柚子→生酔）

(13) 長 物 下卑 人 業
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系 浮世風呂 梅暦
男性 女性 男性 女性
  3  41   2   7
  2   3   0   0

  0   0   0   1

  0   1   0   0

( )   2  10   2   1

  0   4   0   0

  0   1   0   0

  0  13   0   5

  0   2   0   0

  0   4   0   0

  0   1   0   0
  7  80   4  14

(浮世.192.12.人柄 → )

語
, .5) (11)

隠居, 俳諧師

. 連語

.

 

 5) 国 辞 , , , 2001, p.722.
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浮世 話 手=男性 聞 手 社会的関係 使用数

番頭
甘次 下 上  1
女 下 上  1

水売 湯客 下 上  1
金助 福助 (仲間) 対等  1
湯客 湯客 対等  1

人 福助 対等  1
番頭 甘次 下 上  1

 7

浮世 話 手=女性 聞 手 社会的関係 使用数
三十四五

客 対等  4

辰 己 対等  5
対等  2

対等  4
対等  1

女房 下 上  5
婆 対等  1

六十婆 下 上  9

六十婆 上 下  3

対等  5 

初 下 上  2

湯客 対等  3

湯客 湯客 対等  1

己 辰 対等  1

対等  2

六十 下 上  3

対等  1

初 下 上  3

辰 己 対等  1

六十 上 下  2

初 下 上  1

六十 上 下  1
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梅暦 話 手=男性 聞 手 社会的関係 使用数
善者 八 対等  1
善者 八 対等  1
善者 此糸 対等  1
男 由 対等  1

 4
話 手=女性 聞 手 社会的関係 使用数

長
下 上  1

藤 下 上  1
禿 青 下 上  1
杉 下 上  1

民 女 声 見知  1
此糸 善孝 対等  1

八 善孝 対等  1
米八 丹次郎 下 上  1
由 藤 下 上  1
米八 丹次郎 下 上  3
長 丹次郎 下 上  1
由 藤 下 上  1

14

上 下  1
辰 己 対等  4

対等  1

嬢 下 上  2

六十 下 上  1

対等  1

下 上  3
辰 己 対等  1

女房 下 上  1

己 辰 対等  2
女房 下 上  1

六十 上 下  1
対等  1

80
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(14) 能苦 。 。 、 〽。 、子供
(浮世.63.1.金助→福助）

(15) 、湯 。子等 。 三十年跡
(浮世204.12. →湯客)

(16) 女 子 騒々 者 。
(浮世242.3.番頭→甘次)

(17) 〽今 子 巧者 事 。
(浮世118.14.辰→己)

(18) 上 上方風 好 出 参 、
移 気 。

(浮世119.5.辰→己)

(19) 、 世話 。
(梅暦.177.15.男→由)

(20) 、 御免 。陰八 宅
。

  、 。(梅暦235.5.此糸→善孝）
(21) 、 馴染 格別 ゝ 、御尤

。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(梅暦.56.8.米八→丹次郎）

(15),(16)

浮世風呂
. < >

.

, + +敬讓 ( )

音便形 .  

.

浮世風呂 梅暦 , , 

. 
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系 浮世風呂 梅暦
男性 女性 男性 女性

  41   15    2    1
   1    0    0   0

   1    0    0   0

   1    1    0   0

   0    1    0   0

   1    0    0   0

                       45   17    2   1

系  浮世 話 手=男性 聞 手 社会的関係 使用数
人 福助 対等  1

隠居 医者 対等  1

番頭
生酔 下 上 21

女 下 上  2
生酔 下 上  5

水売 湯客 下 上  1
点 鬼 下 上  3
俳助 闇吉 下 上  7

< 11>

. R

. 

. 

< 13> .
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俳助 闇吉 下 上  1
点兵衞 鬼角 下 上  1

番頭 甘次 下 上  1

俳助 闇吉 下 上  1
45

梅暦 話 手=男性 聞 手 社会的関係 使用数
男 ** 上  2

 2

話 手女性 聞 手 社会的関係 使用数
下女 丹次郎 下 上  1

 1

浮世 話 手=女性 聞 手 社会的関係 使用数
対等  2

対等  1
女房 下 上  1

対等 11
対等  1

対等  1

17

** .

(22) 仲景 二廻 験 見 、孫貌 中
願 申 、只今 丹渓 。(浮世.66.2.

隠居→医者)

(23) 。 。別 様 御肥満
出 、 暑 凌 大体様

。（浮世.290.1.俳助→闇吉）
(24) 客様 入 度 、此子 御吹聽遊

。(浮世129.16. → )

(25) 先日 承 詠
 (浮世.221.3. 子→ 子)
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系 浮世風呂 梅暦
男性 女性 男性 女性

  5   0     2      1 
( )   1     0   0   0

  1    0   0   0

  0   0    1   0

  0   1   0   0

                        7   1    3   1

浮世 話 手=男性 聞 手 社会的関係 使用数
鼓八 衰微 下 上  4

八 鬼 下 上  1
鼓八 衰微 下 上  1

(26) (梅暦.86.7.下女→丹次郎)

(27) 、 客 藝者衆 方 沢山 。(梅暦.133. 

12.男→ )

< 13> , 系

. 浮世風呂 45 , 

17 梅暦 2 1

. < >

< > < > . , 俳
助 式亭三馬 .

「詞 、 事
字 様 字 」
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鼓八 衰微 下 上  1
 7

話 手 女性 聞 手 社会的関係 使用数
上 下  1

 1

梅暦 話 手=男性 聞 手 社会的関係 使用数

善孝 此糸 下 上  1
八 下 上  1

善孝 此糸 下 上  1
 3

話 手 女性 聞 手 社会的関係 使用数
八 此糸 対等  1

 1

(28) 夕 。雪
。(浮世250.2.飛 八→鬼角)

(29) 、衰微 。(浮世.264.4.

鼓八→衰微)

(30) 、 出 。大分 静 。
(浮世.169.5 →二人 女性）

(31) 時 、 。(梅暦. 

235.11.善→此糸)

(32) 友達 廓 聞
。 (梅暦.231.11. 八→此糸)

                                             

             

[ai] [eː] 長音化
松村明 小松寿雄 

松村明 .

江戸 町人 、[ai] 連母音 一般
ー 発音 。 下層社会 下品
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系 作品 浮世風呂 梅暦
男性 女性 男性 女性
  1   0   0   0

特 普遍的 。町人社会 上品 、
場合 、[ai] 連母音

保 撥音 。江戸語 、旗本 御家人
武家言葉 屋敷言葉 、[ai] 連

母音 保 発音 一般 。6)

< 15>

鼓八 八

.  

. 

(33) 其膈擡翻胃 似 非 者 鵜飼 症 。是 物
食 吐 。 鵜飼 症
。難治 症 。

浮世.66.16.医者 隠居

, 

浮世風呂
.  使用 . 

俳諧師 . 

 6) 戸 研 , p.216.
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系 作品 浮世風呂 梅暦
男性 女性 男性 女性
  1   3   0   0

動詞 連用形 ( )   0   0   6   0

  1   3   6   0

系 梅暦 話 手=男性 聞 手 社会的関係 使用数
一般動詞 連用形+ 藤兵衛

由 上 下 3
母人 上 下 1

大勢 若者 上 下 1
鬼兵衞 八 上 下 1

6

系 浮世 話 手=男性 聞 手 社会的関係 使用数
源公 先公 対等 1

話 手 女性 聞 手 社会的関係 使用数
子守 嬢 下 上 3

.  

 

(34) 、 。 （浮
世.94.14.源公→先公）

(35) 愚太郎 守 。安 。 跡
若旦那 守 。 (浮世.165.8.子守→

嬢 )
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浮世 話 手=男性 聞 手 社会的関係 使用数

医者 隠居 上 下  2

鬼角 点助 上 下  3
医者 隠居 上 下  1

 6

浮世風呂 梅暦
男性 女性 男性 女性
 5  0  0  0
 1  0  0  0
 6  0  0  0

(36) 一寸 有 。(梅暦161.16藤兵
→ 由)

(37）親方 有（ ） 、
免 何 済代 （梅暦.226.4.鬼兵衞
→ 八）

梅暦 6

藤兵衛 5

鬼兵衞 . .

  

（38）坊主 枕当 穢 是 能 。
（浮世.261.８.鬼→点）

 (39)　 鵜飼 症 。難治 症 。
（浮世67.1.医者→隠居） 

 (40)既 医書 内 外薹千金方 説 、 、何
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梅暦 話 手=女性 聞 手 社会的関係 使用数
此糸 米八 上 下  1

花山 半兵衞 下 上  1

此糸
長 上 下  1

八 上 下  1

花山 半兵衞 下 上  1

長 下 上  1

此糸 米八 上 下  1

浮世風呂 梅暦
男性 女性 男性 女性
  0   0   0   1
  0   0   0   1

  0   0   0   1

  0   0   0   1

  0   0   0    1

  5

事 。 、何 何 。（浮世.66.7.医
者→隠居）

, 浮世風呂 俳諧師 鬼角

. 

. 

俳諧師 鬼角 . 俳諧
師 学者風 人物 江戸末期

.

(41) 巣鴨 。（梅暦.232.1.此糸→ 八）
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(42) 私 居
（梅暦.64.16. 長→ ）

(43) 初 、表 踏 合
点 、世話 上 、私

（梅暦.124.3.此糸→米八）
(44) 今 聲 、花町 客人 、宵 上

番頭風俗、私 聞 方
（梅暦.152.11.花山→半兵衞）

変化 語 吉原丁子屋 使用 遊里語 拡大
. 日本国語大辞典 現代 日

本語 , 

江戸末期 遊女語
浮世風呂 .

滑稽本 人情本 浮世風呂 梅暦

, .

, , 

. 

.
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ABSTRACT

Trend of conclusive expressions in Post-Modern Edo-language

Um phil kyo

From Post-Modern Edo-language of Japan, it is possible to find expression 

formats related to current Tokyo language. However, in some cases, Tokyo 

language and Edo-language has the same format but different usage. One 

example is the ending portion of a sentence. This research investigates 

conclusive expressions of Edo-language in literary works excluding the usage 

of . Various formats of conclusive expressions appear in a conversation, and 

the usage is closely related to the speaker’s sex, age, and social status. Also from 

the study, it was possible to see that the social relationship between a speaker 

and a listener and a conversation circumstance has an effect on the usage of 

conclusive expressions. In addition, usage does not conform to the current 

standard Japanese.

1. Currently (dearu) format is seldom used in speaking, it is used 

with only in writing. The study found no case of (dearu) in 

conclusive expressions but some use of (dearoute)

(dearouna) (deattanou) (deattayo) only in old 

aged male.

2. (dearimasu) format is a typical Edo-language used by 

society-women (Japanese hostess who has a good education and an elegant 

speaking skills). This format was used once in 浮世風呂 ukiyoburo) and 14 

times in 梅暦 (umegoyomi), but speakers were always a female. The reason 

for 14 occurrences in 梅暦 is closely related to the fact that the main 

characters are society-women and genre is 人情本(ninjoubourn) which is 

popular type of cultural literature (based on humanity and romance) in late Edo 

period.

3. format is originally used as a respect-language but later 

changed to a polite language. The format is always used by male. It is a male 

language used by old aged people with a genteel manner such as a medical 



doctor, a retired man, or a funny-song writer.

4. (gozaimasu) (gozeemasu)

The study found the speaker’s social status has a connection with the use of 

(gozeemasu) format. Which is (gozaimasu) format 

but instead of [ai], long vowel  [eː] is used. 

(gozeemasu) is more used by a female than a male and only 

used by young and mid-to-low class people. The format has a tough nuance and 

less elegant feel, therefore high class and/or educated ladies have a clear 

tendency to avoiding it

           

Key Words

暦
conclusive expressions Edo-language ukiyoburo umegoyomi status-expression  

polite-expression
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